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記者発表資料 ２枚 

令和元年１０月２５日    
福島県会津若松建設事務所 

国道２５２号本名トンネルの貫通報告会を開催しました。       

国道２５２号本名バイパスは、本名ダム堤体部などの屈曲及び幅員狭小区間の解消を目的に、

２０２０年代初頭までの完成を目指し事業を進めております。 

バイパス事業の基幹となる本名トンネルが令和元年１０月９日に貫通したことから、施工者

主催による地元への報告会が本日開催されましたので、お知らせ致します。 

また、本報告会において、名称が「本名トンネル」に決定したことを公表致しましたので、

併せてお知らせ致します。 

 
１ 日   時  令和元年１０月２５日（金）１５時００分～１６時００分 
２ 場   所  大沼郡金山町大字本名地内（本名トンネル） 
３ 主な出席者  金山町長、地元選出県議会議員、会津若松建設事務所長 

金山町議会議長、地元区長  

 
 
 
 
 
 

 【問い合わせ先】 
  会津若松建設事務所 主幹兼事業部長 和知 聡 
   電話 0242-29-5403（内線 403） ＦＡＸ0242-29-5459 

会場「本名トンネル起点側（只見町側）」 

至 三島町 

本名トンネル L=1,429.0m 

国道 252 号本名バイパス L≒2.7km 

至 只見町 ※この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の 5 万分の 1 地形図を複製したものである。（承認番号 平 30 東複、第 63 号） 
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トンネル事業概要 
延長 L=1,429.0m 幅員 W=6.0(7.0)m 
施工会社 安藤ハザマ・滝谷特定建設工事共同企業体 
掘削期間 平成 29 年 10 月 5 日～令和元年 10 月 9 日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

杉山県議 金山町 押部町長 


